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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、温度応答性ポリマーをグラフト化した細胞培養基材を使用

し、培養肝細胞のスフェロイド体形成と長期機能維持を検討しており、目

的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

温度応答性ポリマーである poly(N-isopropylacrylamide)(PIPAAm)を

種々の量でグラフト化した培養皿にラット分離肝細胞を播種し、光学・電

子顕微鏡による形態観察を行い、肝細胞から産生された培養液中のアルブ

ミン濃度を測定しており、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

高用量の PIPAAm をグラフト化した培養皿で培養すると、肝細胞は立体

的な形態を呈し、培養７日目にはスフェロイド体が形成され、bile 

canaliculi、tight junction が観察された。培養肝細胞からのアルブミン

産生量は、PIPAAm 高グラフト化培養皿を使用することで、培養１４日目で

も維持されていた。本培養基材を用いることで、培養肝細胞の長期間の機

能維持が可能となることが明らかとなり、今後、薬物代謝研究や人工肝臓

研究への応用が期待される。 

 

 

以上のように本論文は、培養肝細胞の機能維持に関する研究に貢献する

ところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するも

のと判断した。 

 
 


